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無
料
法
律
相
談
会

　
校
友
会
職
域
支
部
の
専
修

大
学
法
曹
会
が
主
催
す
る

「
無
料
法
律
相
談
会
」（
校

友
会
、
今
村
法
律
研
究
室
後

援
）
の
９
月
以
降
の
開
催
予

定
は
次
の
と
お
り
で
す
。
相

談
に
は
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
申
し
込
み
、
問

い
合
わ
せ
は
今
村
記
念
法
律

事
務
所
（
☎
０
３
・
３
２
６

４
・
１
７
２
１
）
ま
で
。

【
場
所
】
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

８
号
館
１
階
「
今
村
記
念
法

律
事
務
所
」【
時
間
】
16
時

30
分
〜
19
時
30
分

【
日
程
】
※
毎
回
水
曜
日

▽
９
月
16
日
▽
10
月
14
日
▽

11
月
18
日
▽
12
月
16
日
▽
１

月
13
日
▽
２
月
17
日
▽
３
月

16
日

【
市
長
】

▽
埼
玉
県
狭
山
市
長

小
谷
野
　
剛
氏
（
平
７
法
）

選
　
挙
　
結
　
果

　
広
島
県
呉
市
生
ま
れ
。

　
専
大
時
代
、
寮
生
活
で
培

っ
て
き
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
社
会

に
出
て
花
開
い
た
。

　
卒
業
後
は
、
新
し
い
時
代

で
成
長
す
る
企
業
に
憧
れ
コ

カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
㈱
に

就
職
。

　
営
業
で
一
番
の
思
い
出

は
、
広
島
支
店
長
時
代
、
広

島
城
の
天
守
閣
に
コ
カ
・
コ

ー
ラ
の
自
動
販
売
機
を
設
置

し
た
こ
と
だ
。
当
時
こ
の
よ

う
な
文
化
財
で
自
動
販
売
機

を
設
置
し
て
い
る
例
は
な

く
、
試
行
錯
誤

で
自
販
機
の
部

品
を
分
解
し
て

天
守
閣
ま
で
手

作
業
で
運
び
、

そ
の
場
で
組
み

立
て
た
。

　
市
と
何
度
も

協
議
し
、
水
道

工

事

ま

で

実

現
。
こ
う
し
て

設
置
し
た
自
販

機
は
大
反
響
を

呼
ん
だ
。
会
社

か
ら
は
発
想
力

や
勇
気
と
努
力
が
評
価
さ
れ

た
。

　
こ
こ
で
生
ま
れ
た
信
念
と

情
熱
。
強
い
思
い
を
持
ち
、

努
力
し
続
け
る
こ
と
が
大
切

で
、「
努
力
す
る
人
を
運
命

は
決
し
て
裏
切
ら
な
い
」
と

い
う
言
葉
が
好
き
で
あ
り
、

在
学
生
に
も
伝
え
た
い
言
葉

だ
。

　
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト

グ
ル
ー
プ
上
席
執
行
役
員
副

社
長
（
兼
）
コ
カ
・
コ
ー
ラ

ウ
エ
ス
ト
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

㈱
代
表
取
締
役
社
長
を
経

て
、
現
在
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
ト
ッ
プ
ス
広
島
」
の
副
理

事
長
。
広
島
県
内
の
ト
ッ
プ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
り
、
広
島
の
ス

ポ
ー
ツ
全
体
を
盛
り
上
げ

「
ス
ポ
ー
ツ
大
国
ひ
ろ
し

ま
」
の
実
現
と
地
域
の
活
性

化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指

す
。

　
目
の
前
の
目
標
は
２
０
２

０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
の
丸

を
多
く
掲
げ
る
こ
と
。

　
校
友
会
広
島
支
部
で
の
活

動
は
、
在
学
生
の
就
職
活
動

や
相
談
の
対
応
、
広
島
東
洋

カ
ー
プ
の
応
援
な
ど
多
数
。

　
毛
利
元
就
公
の
〝
三
本
の

矢
の
教
え
〞
の
ご
と
く
、

「
母
校
」
を
中
心
に
「
校
友

会
」「
育
友
会
」
が
三
位
一

体
と
な
り
「
し
っ
か
り
情
報

交
換
を
し
て
質
の
向
上
に
取

り
組
み
、
全
国
の
多
く
の

方
々
に
い
つ
ま
で
も
愛
さ

れ
、
親
し
ま
れ
る
大
学
と
し

て
、
母
校
を
盛
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
使

命
」
と
感
じ
て
い
る
。

－努力は人を裏切らない－

校
友
会
広
島
支
部
副
支
部
長

 

（
前
広
島
支
部
支
部
長
）

河
か

わ

辺べ

　
捷

か

つ

義
よ

し

さ
ん

（
昭
41
経
済
）

　「
支
部
活
動
の
充
実
、
会

員
増
、
育
友
会
と
一
体
と
な

っ
た
オ
ー
ル
専
修
で
の
活

動
。
こ
の
３
つ
を
公
約
と
し

て
や
っ
て
い
き
た
い
」

　
６
月
、
校
友
会
第
13
代
会

長
に
小
宮
多
喜
次
氏
（
昭
40

法
）
が
就
任
し
た
。

　
高
校
卒
業
後
、
東
京
消
防

庁
入
り
。
勤
務
の
傍
ら
、
東

京
電
機
大
短
大
に
通
っ
た
。

通
信
業
務
を
希
望
し
て
い
た

が
、
人
事
課
に
配
属
さ
れ
、

法
律
の
知
識
を
求
め
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
専
大
二
部
法
学

部
の
門
を
た
た
い
た
。

　「
２
年
次
に
編
入
し
た
。

だ
か
ら
私
い
つ
も

言
う
ん
で
す
。
私

は
専
修
大
学
を
３

年
で
卒
業
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
は

４
年
行
っ
て
る
で

し
ょ
っ
て
」
と
快

活
に
笑
う
。

　
24
時
間
勤
務
も

あ

る

消

防

庁
。

「
試
験
の
時
な
ん

か
同
僚
に
勤
務
を

代
わ
っ
て
も
ら
っ

て
ね
。
仕
事
し
な

が
ら
卒
業
で
き
た

の
は
、
私
一
人
の

力
じ
ゃ
な
い
で

す
。
皆
さ
ん
の
協

力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
」
と
、
卒
業

か
ら
50
年
た
っ
て

も
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
な
い
。

　
消
防
庁
に
は
専

大
卒
業
生
が
多
く

勤
め
、
現
役
だ
け

で
５
０
０
人
を
超

え
る
。

　
１
９
９
５
〜
97
年
、
ト
ッ

プ
で
あ
る
第
15
代
消
防
総
監

を
務
め
た
。
そ
こ
で
も
「
総

監
だ
っ
て
私
一
人
で
で
き
る

も
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
「
協

力
」
の
大
切
さ
を
説
く
。

　
江
戸
の
火
消
し
の
心
意
気

を
体
現
す
る
か
の
よ
う
に
、

「
消
防
っ
て
い
う

の
は
都
民
の
安
全

を
守
る
た
め
に
あ

る
。
そ
の
た
め
に

必
要
な
こ
と
は
何

を
や
っ
て
も
い

い
、
責
任
は
私
が

と
る
か
ら
っ
て
言

っ
て
き
た
」
と
振

り
返
る
。

　
若
い
頃
か
ら
大

事
に
し
て
き
た

「
協
力
」
は
、
校

友
会
活
動
で
も
同

じ
だ
。

　「
若
い
人
や
初

め
て
来
た
人
は
気

後
れ
す
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
役
員

や
周
り
の
人
間
が

も
り
立
て
て
、
何

か
あ
っ
た
ら
電
話

一
本
で
相
談
に
乗

る
よ
、
皆
で
補
佐

し
て
あ
げ
る
、
そ

う
い
う
こ
と
が
必

要
な
ん
で
す
」。

互
い
の
顔
が
見
え
る
支
部
活

動
は
校
友
会
活
動
の
原
動

力
。

　
活
性
化
の
た
め
に
も
会
員

の
増
加
が
至
上
命
題
と
考
え

る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
や
役
職

に
就
い
て
い
る
校
友
と
交
流

す
る
こ
と
で
、
新
た
な
つ
な

が
り
が
で
き
、
発
見
も
あ
る

だ
ろ
う
。

　「
大
学
が
ベ
ー
ス
に
あ
る

か
ら
、
異
業
種
交
流
会
と
は

ま
た
違
う
。
校
友
会
で
は
皆

平
等
。
ぜ
ひ
卒
業
し
た
て
の

若
い
人
も
参
加
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
る
。

　
校
友
会
長
の
ほ
か
数
々
の

要
職
を
兼
務
し
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
帳
は
予
定
で
び
っ
し

り
。

　
趣
味
は
車
の
運
転
で
、
年

２
回
ほ
ど
時
間
を
や
り
く
り

し
て
旧
友
と
行
く
「
ぶ
ら
り

旅
」を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

こ
の
夏
も
山
陰
ま
で
走
っ
て

き
た
。

　
77
歳
。
東
京
都
足
立
区
在

住
。

小宮 多喜次 新校友会長に聞く
人脈を広げる場に

支部活動充実目指す支部活動充実目指す

定
期
総
会
を
開
催 

 

専
大
会
計
人
会

　
校
友
会
職
域
支
部
の
一
つ

で
、
公
認
会
計
士
や
税
理
士

ら
の
会
で
あ
る
専
修
大
学
会

計
人
会
（
吉
田
伸
江
会
長

昭
54
院
商
修
）
の
定
期
総
会

が
７
月
27
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
た

写

真
。
定
期
総
会
後
に
は
司
法

書
士
の
相
沢
信
一
郎
氏
（
平

７
法
）
を
講
師
に
招
き
、「
税

理
士
・
公
認
会
計
士
が
押
さ

え
て
お
く
べ
き
商
業
登
記
改

正
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
研
修
会
を
実
施
し
、

今
年
改
正
さ
れ
た
商
業
登
記

法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　
懇
親
会
に
は
日
髙
義
博
理

事
長
を
は
じ
め
大
学
関
係

者
、
校
友
会
本
部
役
員
、
会

員
ら
約
50
人
が
参
加
。
他
大

学
の
友
好
会
計
人
会
か
ら
も

多
く
の
来
賓
が
訪
れ
、
吉
田

会
長
は
「
会
計
の
適
正
性
に

つ
い
て
話
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
税
制
に
つ
い
て
も
混

迷
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま

す
。
会
員
同
士
だ
け
で
は
な

く
、大
学
の
垣
根
を
越
え
、
会

計
人
と
し
て
力
を
合
わ
せ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ

つ
。
参
加
者
た
ち
は
親
睦
を

図
り
、交
流
の
輪
を
広
げ
た
。

〈
鹿
児
島
支
部
総
会
〉

▽
８
月
28
日
（
金
）
18
時
30

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央

駅
か
ら
車
５
分
「
ホ
テ
ル
・

レ
ク
ス
ト
ン
鹿
児
島
」
旴
郷

之
原
茂
樹
氏
☎
０
９
０
・
８

３
９
３
・
４
５
９
６

〈
岩
手
県
支
部
連
合
会
総

会
〉

▽
８
月
29
日
（
土
）
16
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
北
上
駅
か
ら
徒
歩

５
分
「
ホ
テ
ル
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
北
上
」
旴
菊
池
秀
雄
氏
☎

０
１
９
７
・
６
１
・
２
１
３

１
（
専
修
大
学
北
上
福
祉
教

育
専
門
学
校
内
）

〈
北
海
道
庁
鳳
会
第
25
回
総

会
〉

▽
９
月
２
日
（
水
）
18
時
30

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
か
ら

車
10
分
「
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ

ー
ト
札
幌
」
旴
齊
藤
浩
郎
氏

☎
０
１
１
・
２
３
１
・
４
１

１
１
（
北
海
道
経
済
部
産
業

振
興
局
産
業
振
興
課
内
）

〈
埼
玉
校
友
会
総
会
〉

▽
９
月
５
日
（
土
）
17
時
30

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
浦
和
駅
か
ら

徒
歩
３
分
「
浦
和
ワ
シ
ン
ト

ン
ホ
テ
ル
」
旴
池
嶋
久
春
氏

☎
０
４
８
・
６
６
６
・
６
３

７
７

〈
福
岡
支
部
総
会
〉

▽
９
月
11
日
（
金
）
18
時
30

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
か
ら

車
７
分
「
博
多
エ
ク
セ
ル
ホ

テ
ル
東
急
」
旴
眞
鍋
秀
泰
氏

☎
０
９
０
・
７
４
６
６
・
８

３
２
６

〈
東
海
三
県
合
同
懇
親
会
〉

▽
９
月
12
日
（
土
）
12
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
か
ら
徒

歩
１
分
「
名
鉄
ニ
ュ
ー
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
」
旴
木
村
隆
夫

氏
☎
０
９
０
・
４
４
６
９
・

２
５
３
５

〈
九
州
連
合
総
会
〉

▽
９
月
12
日
（
土
）
16
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
大
分
駅
か
ら
徒
歩

５
分
「
ト
キ
ハ
会
館
」
旴
郷

之
原
茂
樹
氏
☎
０
９
０
・
８

３
９
３
・
４
５
９
６

〈
大
分
県
支
部
創
設
65
周
年

記
念
総
会
〉

▽
９
月
12
日
（
土
）
17
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
大
分
駅
か
ら
徒
歩

５
分
「
ト
キ
ハ
会
館
」
旴
高

山
浩
一
郎
氏
☎
０
９
０
・
４

４
８
１
・
０
０
２
０

〈
江
戸
川
支
部
総
会
〉

▽
９
月
19
日
（
土
）
17
時
開

会
▽
都
営
新
宿
線
船
堀
駅
か

ら
徒
歩
１
分
「
タ
ワ
ー
ホ
ー

ル
船
堀
」
旴
島
村
幸
也
氏
☎

０
９
０
・
２
２
３
６
・
７
６

７
１

〈
葛
飾
支
部
総
会
〉

▽
10
月
３
日
（
土
）
16
時
30

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
金
町
駅
か
ら

徒
歩
２
分
「
二
葉
会
館
」
旴

中
澤
邦
彦
氏
☎
０
９
０
・
２

７
７
６
・
４
８
８
８

〈
37
会
総
会
〉

▽
10
月
５
日
（
月
）
17
時
30

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
柳
津
駅
か
ら

Ｂ
Ｒ
Ｔ
バ
ス
他
「
ホ
テ
ル
観

洋
」
旴
荒
井
勇
三
郎
氏
☎
０

９
０
・
２
６
４
１
・
９
６
６

３〈
第
31
回
校
友
会
グ
リ
ー
ン

カ
ッ
プ
ゴ
ル
フ
大
会
〉

▽
10
月
16
日
（
金
）
午
前
８

時
ス
タ
ー
ト
▽
茨
城
県
笠
間

市
「
宍
戸
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
」
▽
募
集
人
数

１
０
０
人
（
25
組
）
先
着
順

▽
申
込
期
限

９
月
４
日

（
金
）
必
着
旴
校
友
会
事
務

局
☎
０
３
・
３
２
６
５
・
７

５
７
９28

カ
所
に
設
置

　
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
講
習
会
が
７

月
21
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
、
職
員
が
心
肺
蘇

生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
に

つ
い
て
学
ん
だ

写
真
。

　
東
京
消
防
庁
神
田
消
防
署

救
急
係
の
４
人
が
来
学
。
松

本
智
晴
消
防
士
長
が
「
意
識

が
な
く
倒
れ
て
い
る
人
を
発

見
し
た
ら
、
ま
ず
は
１
１
９

番
通
報
を
。
救
急
車
を
待
っ

て
い
る
間
に
、
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う
な

ど
、
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
説
明
。

　
参
加
し
た
職
員
は
、
人
形

を
用
い
た
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
訓
練
で
「
約
５
㌢
、

押
し
す
ぎ
か
な
と
思
う

く
ら
い
で
い
い
」
と
の

指
導
を
受
け
た
。
ま
た

訓
練
用
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ

て
、
実
際
に
装
置
を
取

り
付
け
る
動
作
を
確

認
。
参
加
者
は
「
意
外

に
緊
張
す
る
。
い
ざ
と

い
う
と
き
は
冷
静
に
対

応
し
た
い
」「
講
習
を

受
け
て
良
か
っ
た
。
学

Ａ
Ｅ
Ｄ 

職
員
講
習
会

　
突
然
の
心
停
止
を
起
こ
し

て
倒
れ
た
人
を
救
う
た
め
の

医
療
機
器
Ａ
Ｅ
Ｄ
。
専
修
大

学
で
は
生
田
・
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
の
各
号
館
の
入
り
口
の

ほ
か
、
神
田
１
号
館
の
地
下

３
階
、
２
階
、
10
階
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
各
体
育
館
、

体
育
寮
、
図
書
館
生
田
分
館

な
ど
の
計
28
カ
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
設
置
し
て
い
る
。

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

内
や
近
所
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
場
所

を
把
握
し
て
お
き
た
い
」
と

語
っ
て
い
た
。

　
同
署
の
福
島
等
消
防
司
令

補
は
「
管
内
で
も
実
際
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て
救
命
さ
れ
た

ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
何
か
あ

っ
た
場
合
、
居
合
わ
せ
た
方

が
勇
気
を
持
っ
て
早
い
処
置

を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
た
。


